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令
和
元
年
１０
月
５
日
（土
）、
６
日
（日
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
全
国
校
友
千
葉
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
日
は
東
京
ベ
イ

舞
浜
ホ
テ
ル
倶
楽
部
リ
ゾ
ー
ト
に
お
い
て
、

前
夜
祭
の
前
に
「支
部
長
、
地
域
支
部
長
、

本
部
役
員
懇
談
会
」
が
あ
り
、
そ
の
な
か

で
２
０
２
１
年(

令
和
３
年)

は
明
治
大
学

創
立
１
４
０
周
年
に
あ
た
り
、
令
和
３
年

１１
月
１
日
に
式
典
を
行
う
と
の
こ
と
、
又

創
立
１
４
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
和
泉

新
教
育
棟
の
中
の
椅
子
、
教
室
に
寄
付
者

の
名
前
を
刻
印
し
た
「顕
彰
プ
レ
ー
ト
」を

設
置
す
る
の
で
、
創
立
１
４
０
周
年
記
念

事
業
基
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
、

と
の
こ
と
で
し
た
。
（
詳
細
は
大
学
に
問
い

合
わ
せ
お
願
い
し
ま
す
。
）な
お
、
教
育
棟

の
建
設
は
、
令
和
２
年
３
月
か
ら
令
和
４

年
３
月
竣
工
と
の
こ
と
で
す
。 

前
夜
祭
は
総
勢
３
９
０
名
程
で
、
柏
地

域
支
部
か
ら
は
２０
名
が
参
加
し
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
行
徳
５
ケ
町
神
輿
（
約

５
０
０
Ｋ
Ｇ
）の
練
り
歩
き
、
大
江
戸
助
六

太
鼓
（松
戸
市
を
拠
点
）、
大
学
応
援
団
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
で
大
い
に
盛
り
上
が
る

な
か
、
参
加
者
全
員
肩
を
組
み
校
歌
斉
唱

し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

               

翌
６
日
は
、
午
後
２
時
３０
分
か
ら
幕
張

メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
グ
リ

ー
ク
ラ
ブ
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
合
同
の
合

唱
に
始
ま
り
大
会
旗
の
入
場
、
今
年
７
月

か
ら
校
友
会
会
長
に
就
き
ま
し
た
北
野

大
氏
の
挨
拶
、
来
賓
者
の
祝
辞
等
が
あ
り

最
後
に
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
合
同
に
よ
る
、
千

葉
県
ゆ
か
り
の
童
謡
の
歌
唱
で
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。
午
後
４
時
か
ら
同
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
い
す
み
鉄
道
（株
）で
平
成
３０
年

ま
で
代
表
取
締
役
を
務
め
ら
れ
ま
し
た

昭
和
６０
年
商
学
部
卒
の
鳥
塚
亮
氏
の
赤

字
経
営
鉄
道
を
黒
字
経
営
に
出
来
た
の
か
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
の
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

午
後
５
時
３０
分
か
ら
ホ
テ
ル
ニ
ュー
オ
ー

タ
ニ
幕
張
鶴
の
間
に
お
い
て
懇
親
会
が
総

勢
１
６
０
０
名
程
、
千
葉
県
東
西
両
支
部

で
３
７
０
名
、
柏
地
域
支
部
か
ら
１８
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
予
想
以
上
の
参
加
者
で
、

千
葉
県
内
の
参
加
者
は
、
全
員
鶴
の
間
の

ホ
ア
イ
エ
（宴
会
ロ
ビ
ー
）を
使
用
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
当
地

域
支
部
会
員
で
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た

櫻
田
義
孝
衆
議
院
議
員
は
、
鏡
開
き
に
参

加
さ
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
歌
あ
り
、

マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
あ
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

あ
り
の
大
盛
況
で
２
時
間
を
大
き
く
超
え

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
私
が
参
加
し
た

校
友
大
会
で
最
大
の
参
加
者
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
又
、
前
夜
祭
及
び
本
大
会
の

懇
親
会
が
、
全
員
椅
子
席
で
あ
っ
た
の
は

良
か
った
と
思
い
ま
し
た
。 

最
後
に
、
今
大
会
に
あ
た
り
広
告
等
の
ご

協
賛
、
お
手
伝
い
、
そ
し
て
参
加
頂
き
ま

し
た
会
員
の
皆
様
に
御
礼
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
来
年
は
、
香
川
県
、
そ
の
後

福
島
県
、
岡
山
県
と
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
も
ご
参
加
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

柏
地
域
支
部
長 

竹
之
内 

明

第
５５
回
明
治
大
学
全
国

校

友

千

葉

大

会 

明治大学校友会 

柏地域支部 

 

― 第 ２ ５ 号 ―  
発行日  令和 2 年１月 1 日 
発   行  明治大学校友会千葉県 

西部支部柏地域支部 
発行人  竹之内 明 
住   所  〒277-0805 

千葉県柏市大青田1015 
電   話  04-7131-3080 
編   集  山田秋彦 

         (☎ 04-7169-0333) 
E-Mail：  hakumei2＠gmail.com 

 
P1： 第５５回明治大学全国校友千葉大会    P3:納涼会、ホームカミングデー、寶井講談修羅場塾公演 

P2： 関東大学対抗戦明早ラグビー、高尾山ハイキング P4:事務局からのお知らせ、主なイベント予定 

ラグビー大学選手権、自己紹介 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ: http://hakumei.apples.jp 高尾山頂より富士山を臨む 

10 月５日、前夜祭 

10 月６日、本会・懇親会 



JAN. 1．2020      明治大学校友会柏地域支部会報  「はくめい」      第 25号(2) 

 

 

 
令
和
元
年
１２
月
１
日(

日)

、
秩
父
宮
ラ

グ
ビ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
関
東
大
学
対

抗
戦
で
、
明
大
は
早
大
と
の
最
終
戦
に

３６
❘
７
と
圧
勝
、
全
勝
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。 

２５
年
ぶ
り
全
勝
対
決
と
な
っ
た
明
早

戦
、
前
年
日
本
一
の
明
大
は
前
評
判
も

高
く
、
観
客
席
に
は
紫
紺
の
旗
と
ユ
ニ
ホ

ー
ム
が
目
立
ち
、
観
客
の
８
割
く
ら
い
が
、

明
大
の
応
援
で
し
た
。 

前
半
は
開
始
か
ら
１０
分
間
は
、
早
大
の

速
い
球
出
し
で
、
明
治
陣
で
押
さ
れ
気
味

の
展
開
が
続
き
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
耐

え
て
、
逆
に
ス
ク
ラ
ム
で
相
手
の
反
則
を

奪
った
の
を
き
っか
け
に
反
撃
を
開
始
、
パ

ス
と
突
進
に
よ
り
少
し
ず
つ
ゴ
ー
ル
ラ
イ

ン
に
近
づ
き
、
防
御
に
定
評
の
あ
る
早
大

を
圧
倒
し
て
先
制
ト
ラ
イ
を
決
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
早
大
の
反
撃
に
あ
い
、
ト
ラ

イ
で
同
点
に
迫
ら
れ
た
も
の
の
、
明
大
も

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ゴ
ー
ル
を
決
め
て
、
前
半
を

１０
❘
７
で
折
り
返
し
ま
し
た
。 

後
半
に
入
る
と
明
大
が
ペ
ー
ス
を
つ
か

み
、
２
分
、
８
分
に
立
て
続
け
に
ト
ラ
イ

を
決
め
て
波
に
乗
り
、
１９
分
に
も
ト
ラ

イ
を
決
め
て
試
合
を
決
定
づ
け
ま
し
た
。

さ
ら
に
試
合
終
了
間
際
に
も
ダ
メ
押
し

の
ト
ラ
イ
を
決
め
、
明
大
の
圧
倒
的
な
強

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

ラ
グ
ビ
ー
に
運
は
つ
き
も
の
で
す
が
、
こ

の
試
合
に
関
し
て
は
パ
ス
ワ
ー
ク
、
突
破

力
、
ス
ク
ラ
ム
、
モ
ー
ル
、
ラ
イ
ン
ア
ウ
ト

い
ず
れ
に
お
い
て
も
明
大
が
早
大
を
し
の

ぎ
、
多
少
の
運
に
は
左
右
さ
れ
そ
う
も

な
い
、
い
ま
ま
で
に
な
く
安
心
し
て
み
て

い
ら
れ
る
明
早
戦
に
な
り
ま
し
た
。 

明
大
は
大
学
選
手
権
で
も
優
勝
の
最
有

力
候
補
で
す
が
、
負
け
た
ら
終
わ
り
の
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
す
、
何
が
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
去
年
際
ど
く
か
わ
し
た
東
海

大
、
天
理
大
、
い
ず
れ
も
強
敵
で
す
。
決
勝

で
は
早
大
と
再
び
ぶ
つ
か
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
暮
れ
か
ら
正
月
の
、
一
戦
一
戦
を

じ
っく
り
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

昭
和
５３
年
工
学
部
卒 

山
田
秋
彦 

 

令
和
元
年
１１
月
３０
日(

土)

、
柏
地
域

支
部
主
催
の
高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加

し
ま
し
た
。
午
前
８
時
、
柏
駅
に
有
志
８

人
（
男
性
６
人
、
奥
様
を
含
む
女
性
２

人
）が
集
ま
り
、
Ｊ
Ｒ
で
新
宿
へ
、
新
宿
か

ら
京
王
線
に
乗
り
換
え
て
高
尾
山
口
に
、

そ
こ
か
ら
の
登
り
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
使
い
、

薬
王
院
を
経
て
、
高
尾
山
頂
へ
向
か
い
ま

し
た
。
降
り
は
同
じ
道
を
戻
り
、
リ
フ
ト

を
使
って
下
山
し
ま
し
た
。 

世
界
一
登
山
客
の
多
い
山
と
い
わ
れ
る

高
尾
山
で
す
が
、
さ
ら
に
紅
葉
シ
ー
ズ
ン

で
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大

変
な
人
だ
か
り
で
し
た
。
登
り
の
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
は
４０
分
待
ち
、
降
り
の
リ
フ
ト
は

１５
分
待
ち
、
尾
根
伝
い
の
登
山
道
も
人

が
数
珠
つ
な
ぎ
で
し
た
。
そ
れ
で
も
修
験

の
山
で
あ
る
高
尾
山
に
は
圧
倒
的
な
自

然
が
あ
り
、
霊
山
の
雰
囲
気
も
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
降
り
て
か

ら
緩
や
か
な
登
り
が
続
き
、
薬
王
院
の

周
辺
は
階
段
も
多
く
、
山
門
付
近
の
紅

葉
が
き
れ
い
で
し
た
。
山
頂
で
は
人
波
の

彼
方
に
美
し
い
富
士
山
の
山
容
を
眺
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

高
尾
山
は
と
ろ
ろ
蕎
麦
が
有
名
な
の
で
、

降
り
て
か
ら
蕎
麦
で
も
、
と
探
し
た
の
で

す
が
、
一
休
み
で
き
そ
う
な
お
店
は
全

て
満
席
で
、
休
憩
所
難
民
と
な
り
か
け

た
こ
ろ
、
高
尾
山
口
駅
近
く
に
「
高
尾
５

９
９
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う
博
物
館
を
み

つ
け
ま
し
た
。
５
９
９
と
い
う
の
は
高
尾

山
の
標
高
５
９
９
ｍ
に
ち
な
ん
だ
数
字
で
、

付
属
す
る
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
で
や
っ
と
一
息
つ
け

ま
し
た
。
一
服
し
て
か
ら
展
示
を
み
る
と
、

高
尾
山
の
動
植
物
、
地
形
、
見
ど
こ
ろ
、

歩
き
方
・
楽
し
み
方
な
ど
の
わ
か
り
や
す

い
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
高
尾
山
は
地

形
的
に
南
方
系
と
北
方
系
の
動
植
物
分

布
の
境
界
付
近
に
あ
た
る
う
え
、
薬
王

院
の
お
か
げ
で
植
林
な
ど
の
開
発
か
ら

も
免
れ
た
た
め
、
動
植
物
の
種
類
の
多
い

山
と
し
て
有
名
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
高
尾
山
に
関
す
る
知
識
を

仕
入
れ
て
か
ら
登
れ
ば
、
も
っ
と
楽
し
め

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。 

帰
り
は
新
宿
ま
で
指
定
席
を
と
り
、
の

ん
び
り
、
ゆ
った
り
帰
り
ま
し
た
。 

昭
和
５３
年
工
学
部
卒 

山
田
秋
彦

関

東

大

学

対

抗

戦 

明

早

ラ

グ

ビ

ー 

高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ 

令和元年1１月3０日 高尾山頂 

1２月１日、ラグビー明早戦 
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令
和
元
年
８
月
２４
日
（
土
）
に
会
員

１７
名
と
会
員
の
奥
様
１
名
の
合
計
１８

名
が
参
加
し
て
柏
駅
南
口
３
分
の
「
キ
ッ

チ
ン
ス
タ
ジ
オ
ガ
ゼ
ボ
」
に
て
納
涼
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

例
年
通
り
、
ま
だ
ま
だ
猛
暑
の
午
後
４

時
開
始
と
あ
って
ア
ル
コ
ー
ル
の
ピ
ッ
チ
も

進
み
、
恒
例
の
石
原
幹
事
の
指
揮
の
下

全
員
で
校
歌
斉
唱
、
そ
の
後
有
志
数
名

が
カ
ラ
オ
ケ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
散
！
大
い

に
楽
し
ん
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
４９
年
政
経
卒 

今
井
享 

  

令
和
元
年
１０
月
２７
日
（日
）、
明
治
大

学
を
昭
和
３４
年
・
４４
年
。
５４
年
・
平
成

元
年
・
１１
年
・
２１
年
に
卒
業
し
た
方
を

メ
イ
ン
と
し
た
大
学
主
催
の
「第
２２
回
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
昭

和
４４
年
卒
業
の
私
も
参
加
し
ま
し
た
。 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
当
局
の
話

で
は
４
１
２
０
名
の
方
が
来
場
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。
当
日
は
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
、

ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
、
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ロ
ン
ト

の
３
か
所
で
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
リ
バ
テ
ィ

タ
ワ
ー
一
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
、
合

唱
、
三
味
線
の
演
奏
、
応
援
団
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
等
が
、
２
階
に
は
店
舗
が
出
店

し
て
お
り
、
私
は
新
一
万
円
札
の
渋
沢

栄
一
翁
の
里
、
深
谷
市
の
和
菓
子
屋
の

潮
豆
明
治
大
福
を
買
い
、
大
学
か
ら
の

記
念
品
の
タ
ン
ブ
ラ
ー
を
頂
き
、
大
学
を

後
に
し
ま
し
た
。
当
支
部
は
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
の
副
引
き
景
品
と
し
て
、
梨
２

箱
を
寄
贈
し
て
お
り
、
今
回
は
東
京
都

内
の
２
名
が
当
選
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

昭
和
４４
年
商
学
部
卒 

竹
之
内
明 

  
令
和
元
年
、
１２
月
８
日
（日
）お
江
戸
日

本
橋
亭
に
て
、
寶
井
講
談
修
羅
場
塾
が
公

演
さ
れ
、
佐
々
木
琴
山
こ
と
本
会
会
員
の

佐
々
木
利
夫
さ
ん
が
「
藤
堂
高
虎
出
世
の

白
餅
」を
読
み
切
り
ま
し
た
。 

あ
ら
す
じ
は
浪
人
の
身
で
お
金
の
な
い
高

虎
が
伊
勢
国
四
日
市
で
本
陣
「森
田
屋
」に

泊
ま
り
、
「
城
持
ち
」に
つ
な
が
る
「
白
餅
」

を
腹
い
っぱ
い
食
し
た
の
ち
、
宿
の
主
に
銭
の

無
い
こ
と
を
告
げ
る
と
、
「御
出
世
の
暁
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
」と
い
って
、
旅
銭
ま
で
持

た
せ
て
く
れ
た
。
そ
れ
か
ら
数
十
年
後
、

大
大
名
に
な
った
高
虎
は
居
城
に
森
田
屋
の

主
人
を
呼
ん
で
、
そ
の
時
の
お
礼
と
し
て
百

両
の
金
子
と
餅
米
二
百
俵
を
返
し
た
。
と
い

う
話
で
す
。
た
わ
い
も
な
い
出
世
話
で
す
が
、

時
代
の
変
遷
と
各
自
の
心
情
を
面
白
お
か

し
く
聞
か
せ
ま
す
。 

修
羅
場
塾
公
演
は
柏
地
域
支
部
で
も
人

気
が
高
く
、
毎
回
多
く
の
会
員
が
は
る
ば

る
日
本
橋
ま
で
聴
き
に
行
き
ま
す
。
今
回

は
私
が
確
認
し
た
限
り
で
、
ご
本
人
を
含

め
て
５
人
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

１０
時
過
ぎ
に
開
演
し
て
、
１８
時
過
ぎ
ま

で
、
一
人
２０
分
程
度
の
公
演
が
２０
く
ら
い

演
じ
ら
れ
ま
す
。
琴
山
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

他
の
演
者
も
み
な
玄
人
は
だ
し
で
す
。 

講
談
は
会
話
を
中
心
に
話
が
展
開
す
る
落

語
に
比
べ
て
、
状
況
描
写
が
多
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
描
写
は
半
端
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
例
と
し
て
、
『三
方
ヶ
原
』、

徳
川
の
家
臣
内
藤
三
左
衛
門
信
成
が
、
物
見

に
出
か
け
る
段
の
武
具
装
束
の
描
写
を
挙
げ

る
と
、
「そ
の
軍
装
（い
で
た
ち
）を
見
（み
）て

あ
れ
ば
萌
葱
縅
（も
え
ぎ
お
ど
し
）の
大
鎧

（お
お
よ
ろ
い
）草
（く
さ
）ず
り
長
（な
が
）

に
一
着
（い
っち
ゃ
く
）な
し
同
（お
ん
な
）じ

毛
糸
（け
い
と
）五
枚
（ご
ま
い
）錣
（し
こ
ろ
）

の
銀
獅
噛
（ぎ
ん
し
が
み
）み
の
前
立
（ま
え

だ
て
）打
った
る
兜
（か
ぶ
と
）の
八
幡
座(

は
ち

ま
ん
ざ
）
よ
り
錣
迄
（
し
こ
ろ
ま
で
）
白
熊

（は
く
ま
）の
毛
（け
）サ
ッ
ト
振
（ふ
）り
乱

（み
だ
）し
猩
々
（し
ょ
う
じ
ょ
う
）緋
（ひ
）に

金
糸
（き
ん
し
）を
以
（も
）って
下
（さ
）が
り

藤
（ふ
じ
）の
紋
（も
ん
）縫
（ぬ
）い
上
（あ
）げ

た
る
陣
羽
織
（じ
ん
ば
お
り
）を
肩
（か
た
）

に
取
って
投
（な
）げ
掛
（か
）け
・・・」と
い
った

具
合
で
す
。
文
字
に
す
る
と
読
み
難
い
キ
ラ

キ
ラ
文
章
で
す
が
、
こ
れ
を
講
談
師
が
ハ
リ

セ
ン
を
パ
ン
・パ
ン
鳴
ら
し
な
が
ら
語
る
と
、

色
鮮
や
か
に
着
飾
って
、
修
羅
場
に
立
つ
若

武
者
が
、
眼
の
前
に
浮
か
び
上
が
る
か
ら
不

思
議
で
す
。
講
談
師
だ
け
で
な
く
、
台
本

を
書
い
た
人
も
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。 

古
典
だ
け
で
な
く
、
「シ
ョ
パ
ン
」「ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
」な
ど
外
国
の
話
、
「オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」や
「昭

和
歌
謡
」な
ど
の
新
作
も
ま
た
素
晴
ら
し
く
、

講
談
は
現
代
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
通

じ
る
話
術
で
あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。 

昭
和
５３
年
工
学
部
卒 

山
田
秋
彦

納

涼

会 
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

寶
井
講
談
修
羅
場
塾
公
演 
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  ●
猪
瀬
名
誉
支
部
長
の
遺
さ
れ
た
言
葉 

   

昨
年
１０
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
故
猪
瀬
名

誉
支
部
長
が
平
成
１６
年
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「ご
あ
い
さ
つ
」の
た
め
寄
稿
さ
れ
た
文
章
の

一
部
を
掲
載
し
ま
す
。
猪
瀬
先
輩
が
後
進

に
託
し
た
思
い
を
、
今
一
度
、
確
か
め
た
い

と
思
い
ま
す
。 

『本
年
、
柏
地
域
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
若
い
校
友
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
も
増
え
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
発

足
間
も
な
い
支
部
で
、
会
員
数
も
財
政
的
に

も
豊
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「焦
ら
ず
、

無
理
せ
ず
、
背
伸
び
せ
ず
、
前
へ
」を
モ
ッ
ト

ー
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
って
い
ま
す
。 

校
友
の
皆
様
方
の
柏
地
域
支
部
へ
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

最
後
に
私
の
好
き
な
永
六
輔
さ
ん
の
詩
を

記
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

生
き
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
は
、 

誰
か
に
借
り
を
作
る
こ
と
。 

生
き
て
行
く
と
い
ふ
こ
と
は
、 

借
り
を
返
し
て
い
く
こ
と
。 

誰
か
に
借
り
た
ら
、
誰
か
に
返
そ
う
。 

誰
か
に
そ
う
し
て
貰
った
よ
う
に
、 

誰
か
に
そ
う
し
て
あ
げ
よ
う
。 

生
き
て
行
く
と
い
ふ
こ
と
は
、 

誰
か
と
手
を
握
る
こ
と
。 

握
った
手
の
温
も
り
を
、 

忘
れ
な
い
で
居
る
こ
と
。 

巡
り
合
い
、
愛
し
合
い
、 

別
れ
の
そ
の
日
ま
で
、 

悔
い
の
な
い
よ
う
に
、 

今
日
、
明
日
を
生
き
て
い
よ
う
。 

人
は
一
人
で
は
歩
い
て
い
け
な
い
、 

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。
』 

●
３
地
域
支
部
合
同
ゴ
ル
フ
大
会 

昨
年
は
千
葉
大
会
の
影
響
も
あ
り
、

開
催
さ
れ
な
か
っ
た
ゴ
ル
フ
大
会
で
す
が
、

本
年
は
例
年
通
り
、
春
・
秋
の
２
回
開

催
の
予
定
で
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

●
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会
の
予
定 

柏
地
域
支
部
は
我
孫
子
・
流
山
両
支

部
と
合
同
で
、
柏
市
民
文
化
会
館
に
お

い
て
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演

奏
会
を
隔
年
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
順
で
あ
れ
ば
開
催
さ
れ
る
は

ず
の
昨
年
は
、
全
国
校
友
千
葉
大
会
と

重
な
り
、
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
後
の
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
演
奏
会
の

予
定
に
つ
い
て
、
今
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

千
葉
大
会
終
了
後
、
３
地
域
支
部
が

集
ま
り
、
本
年
開
催
の
方
向
で
調
整
し

ま
し
た
が
、
演
奏
者
と
の
都
合
が
つ
か
ず
、

本
年
開
催
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
来
年
開
催
の
話
は
出
て
い
ま
す

が
、
現
時
点
で
開
催
は
決
ま
って
お
り
ま

せ
ん
。
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
改

め
て
本
紙
上
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

●
新
入
会
員 

昨
年
７
月
以
降
に
入
会
さ
れ
た
会
員

２
名
を
紹
介
し
ま
す
。 

昭
４８
年
商
学
部
卒 

 

宮
本
哲
男
さ
ん 

昭
５２
年
法
学
部
卒 

 

加
藤
智
也
さ
ん 

●
会
費
納
入
の
お
願
い 

令
和
元
年
度
も
残
り
３
ケ
月
と
な
り
、

元
年
度
の
年
会
費
納
入
状
況
を
精
査
し
て

い
ま
す
が
、
未
納
の
方
が
散
見
さ
れ
ま
す
。 

「
は
く
め
い
」
の
作
成
、
送
付
な
ど
当
地

域
支
部
の
運
営
は
、
会
員
皆
様
の
年

会
費
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

納
入
を
お
忘
れ
の
方
は
、
２
月
末
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。 

地
域
支
部
長 

竹
之
内
明 

年
会
費 

 
 

 
 

 
 

 

３
、
０
０
０
円 

振
り
込
み
先 

 
 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

０
０
１
３
０ 

２ 

４
６
２
５
９
０ 

明
治
大
学
校
友
会
柏
地
域
支
部 

          

主 な イ ベ ン ト 予 定 
●新春の集い 
１月２５日(土)１２：３０から、福来麺菜館、
男性５，０００円、女性４，５００円 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

●お花見会 
３月下旬の予定（総会案内郵送時に
ご案内を同封します）、会費：実費 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

●柏地域支部総会 
５月２４日(日)、ハート柏迎賓館、 
懇親会費６，０００円、支部会費３，０００円 
☎ (０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

■千葉県西部支部総会 
６月１４日(日)、ハート柏迎賓館 
柏地域支部が担当です。 
懇親会費５，０００円 
☎ (０４）７１３１‐３０８０(竹之内) 

●3 支部合同麻雀大会 
７月１１日（土）（年２回開催の予定） 
☎  (０８０）３３１２‐７８４６(今井) 

●ゴルフ大会 
春秋2回開催の予定 
希望者は下記に連絡下さい。 
☎ (０４）７１３１‐ ３４０６(加茂 )  

○寶井講談修羅場塾 
６月１３日(土)お江戸日本橋亭 
(日本橋三越前) 木戸銭無料 
☎ (０４)７１６４‐０６１０(佐々木) 
 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

訃 

報 

令
和
元
年
１０
月
４
日
、
昭
和
２８

年
旧
制
商
学
部
卒
、
柏
地
域
支
部

名
誉
支
部
長
の
猪
瀬
主
税
様
が
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
氏
は
柏
地
域
支
部

創
設
に
ご
尽
力
さ
れ
、
初
代
地
域
支

部
長
を
務
め
ら
れ
た
の
ち
、
千
葉
県

西
部
支
部
長
も
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

故猪瀬主税 

柏地域支部長 

(平成16年当時) 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上位組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・観戦   


